
番外編 団体ツアー見聞録 

 

今回のクルーズでは日本からの団体ツアーは 2 組あった。 

どちらも鉄道会社系旅行会社のものであった。 

今やこれらの団体のツアーは世界中の観光地で必ず見かける。 

 

どちらの団体も私たちと同じような高齢夫婦が多い。 

私たちはいわゆるツアー旅行は 30 年前のイタリアへの初海外旅行だけである。 

それ以来、国内外への旅行はすべて手作りの個人旅行である。 

旅行自体も楽しいが計画を立てている時も楽しい。 

 

私は団体ツアーに偏見は持っていない。 

個人旅行と団体旅行にはそれぞれの良さがある。 

これはあくまでも『FREESTYLE』クルーズでの見聞録である。 

 

『FREESTYLE』は NCL 社のコンセプトとして知られている。 

食事の時間や席が決められておらずドレスコードもない。 

ゲスト一人一人が自分の好みで自由に食事の時間や席やドレスコードを決めるのである。 

これまでの窮屈な船旅ではなく自由気ままに船旅を楽しもうという NCL 社からの提案である。 

 



広い船内ではあるが 1 週間も居ると船内のいろいろな機会や場所でこれらの団体を目にした。 

不思議と夫婦二人でいる姿は見かけない。 

プールサイドやデッキでは必ず何人かの日本人で行動している。 

添乗員が付き添って遠足のような船内見学にも遭遇した。 

デッキなどでは添乗員が熱心にご夫婦の写真を撮っていた。 

大勢で行動しているのは日本人団体ツアーだけであったので否応なしに目に付く。 

 

Pride of America のレストランは 12 あり、その日の気分に合わせて世界の料理が楽しめる。 

ドレスコードも一部のスペシャリティレストランを除いては指定されていない。 

ラウンジでは各種のカルチャ教室が開催されている。 

ハリウッドシアターでは本場に負けない素敵なショーが毎夜行われている。 

しかし、このような場で日本人はほとんど見かけなかった。 

 

ある時、団体ツアーで来ているご夫婦から旅行社が作成した予定表を見せて貰った。 

そこには、1 週間の予定がびっしりと書かれていた。 

毎夜のレストランだけではなく食事の時間も指定されていた。 

寄港地ごとのエクスカーションも記載されている。 

エクスカーションも全員が同じのに行くのである。 

 

最も驚いたのは枕チップの記載があったことである。 

Pride of America では基本的にチップは不要である。 



一日一人$14 が加算され下船時に清算される。 

多分、予定表を作成した担当者は Pride of America に乗船した事はないのだろう。 

 

Pride of America は『FREESTYLE』をコンセプトにするアメリカ船である。 

スケジュールやカルチャ教室などはすべてゲストのスタイルに合わせて組まれており、ゲスト

が自由に楽しめるようになっている。 

インターネットには Pride of America の乗船記もたくさん載っている。 

NCL 社の HP には日本語版もある。 

東京には NCL 社支社があり日本語の電話サポートをしている。 

クルーズ中には 83 のエクスカーションが用意されている。 

Pride of America の情報はたくさん集められる。 

 

私は気ままな旅が好きなので『FREESTYLE』というコンセプトの Pride of America を選んだ。 

ツアー会社は『FREESTYLE』というクルーズのコンセプトを伝えていないのだろうか。 

知っていて伝えていないのだろうか。 

伝えられていても団体で行動するのだろうか。 

 

私は団体ツアーを否定するつもりはない。 

ただ『もったいない』と思うのである。 

 

 



もっと、自由気ままにクルーズを楽しめば良いのに… 

もっと、部屋の外に出てみれば良いのに… 

思い切って、素敵なドレスを着て世界の料理を味わってみれば良いのに… 

ちょっと、勇気を出して話しかけてみれば外国のお友達ができたかも知れないのに… 

もっと、船内をエンジョイすれば良いのに… 

もっと、楽しそうな顔をすればよいのに… 

 

 

 

高齢者よ、もっと自由に羽ばたけ！ 


